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■ 藤田代表取締役より一言
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■  9月度 安全目標

①熱中症災害対策の徹底
②通勤・交通災害の防止
③健康管理の徹底

・9月の安全衛生行事

●全国労働衛生週間準備期間(9月1日～9月30日)

●秋の全国交通安全運動(9月21日～9月30日)
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■ ヒヤリハット報告
・当該現場で虫刺され事案が多発しております。大隅メンバー

も背中を蛭などに数ヶ所刺されました。大隅メンバーは大事

には至っていませんが、元請社の従業員が蜂に刺されて労災

扱いになりました。

【改善・対策】

・強力な殺虫剤・オニヤンマ模型の虫よけ・ラケット型電撃殺虫器を用意し

 て作業を続けています。黒い服装に寄ってくるらしいので他現場の方々も

 気をつけてください。
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■ 安全環境部より



■ 海事・工事部より 【災害事例から学ぶ】
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・木造家屋工事に従事。休憩は1時間に1回10分、
昼は12時から1時間の休憩をとっていたが、夕方頃
被災者がフラフラし始めたので、頭に水をかけて
冷やしたが呂律が回らなくなり痙攣を起こしたの
で寝かせた。

・回復する兆しが無かったので、救急車の出動要請を
したが搬送後、「熱射病による多臓器不全」により
死亡。

【概要】※熱中症の災害事例

【原因】

・監督者による水分、塩分の摂取量が把握されてい
なかった。

・作業着が保熱しやすかった。
・ 値の測定を行っていなかった。
・症状が出たら直ちに 要請を行う等の安全衛生教育が不十分だった。

※次のページ【対策】に続く

WBGT
救急



■ 海事・工事部より 【災害事例から学ぶ】
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・水分、塩分の摂取状況を把握し、不足する場合は
摂取させる。

・通気性、透湿性の良い服(空調服)を着用させる。
・WBGT値を測定し、活用する。
・熱中症対策についての安全衛生教育を実施する。

【対策】



■ 総務部より
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■ 新入社員紹介
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■ 周知・依頼事項
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それでは皆様ご安全に！！！
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現場で怪我をした際は、「直ちに正確な事実を」報告して下さ
い。

時間がたってからの報告は労災認定が得られず、様々な補償が
受けられなくなる可能性があります。

また、虚偽の報告は犯罪行為となり罰則が科されます。自分の
身を守るためにも、「直ちに正確な事実を」報告しましょう。
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